
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

770 （商 田）　ビ 　タ　 ミ　 ソ 　B1　資 　源　調　査　（第 9報）

ビ　タ　 ミ

米 の 精 白 ご ビ タ ミ

L　緒

ン B 、 資 源 調
’

査

曾

高
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ン B1の 溝 長

田 亮

　米の ビ タ ミ ン Blは吾等米食國民の 保健上重要な問題であ つ て從來之 に關する 研究が 多い
。 米の精

白に依 る ビ タ ミ ン B且の 淌長 、 米膿及胚子の ビ タ ミ： ＆ に就い て も相當研究が 多 く例へ ば CHICK
，

　 　 　 （t）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cの
Hv ）IE兩氏は 玄米の ピ タ i ン B1は主 として 胚子にあ りとし、 島園氏は精白米に胚子な添加 して 鳩を

養 へ ば興の 健康を保持 し得 るが立米か ら胚子の みを除去 した もの で は ビ タ ミ ン B 缺乏を來すと云ひ

　 　 　 　 　 Ct）

照内 s 大山兩氏 も立米 中の ビ タ ミ ：　Bhtt殆ん ど胚子にあ り銀 皮及糠中に は殆 ん ど含有せ す と云 ひ 、

之 販 し C … 賑 は胚子以 外の 紛 に も相黻 の ピ 。 ・ 。 跡 儲 す る と し淞 室 、 中柧 蹴

眠 は総 中の ・ … B、 齟 胚子 よ りも他の 紛 に 飾 と し淞 義 は米胚子の 。 。 ，。 昼 を

100とずれば第 2糠贋の ピ タ i ン B1は50〜 70に相當 し第 1及 第 3糠騰 の ビ タ ミ ン B ， は僅少で ある と
　 　 　 ゆ

し更に 同氏は玄米を搗精する際肌落す る糠を順次第 1　・vIO 糠rc分離 し興の ピ タ E ン B倉 有量々十姉

妹に献い て試験 した所胚子の ビ タ ミン 島含有量を100と して表せぱ第 1糠 46
， 第2N3 糠55

、 第 4

糠65v 第 5糠77、 第 6糠8臥第 7糠 58．Ut　8・v10 糠46で 中暦の 糠は ビ タ ミ ン B、に富み同樣の ビ タ ミン

盈 と胚子の ピ タ E ン B，の 比は 219ミ385に當り3ζ米粒中の ビ タ ミ ン 瓦 の 量は皮質に於 て胚子 の 1。5倍
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

に相當す る と し又原 、 釉田兩氏 は米粒皮質部の ピ タ t ン B，の 分布な知 らうとして 5分摘程度で 田る

粗糠 と縮白して生す る粉糠に就い て 試驗した所ビ タ ミン 画 含有比 は胚子の 5 に對 し粗糠 3 、 籾糠

．4 で あつ 7ヒと云ふ o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くの

　藤卷 、 松室 、 下臥 佐伯 、申村 5氏は米の精白度と捌脚氣 ビ タ ミン 及發育促進 ビ タ ミ ン の 關係を

試驗 した緒果

　　　　　　　　　　　　 玄　　米　　　 5分摘米 　　　7分搗来　　無砂精自米 　　温砂緩白米

　　　 垂畠脚 氣 ピ タ ミ ソ 　　　　　10D 　　　　　　55 　　　　　　43 　　　　　　25 　　　　　　0

　　　 蛮育促進 ビ タ ミ ソ 　 　 100 ・
　 　 50 　 　 　 35

’
　 　 20 　 　 　 ＿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （m ）

　とい ふ数宇を禺 し VAN 　VEEN 氏 も米の精白に依 る ビ タ ミ ン B1 の減少を試驗 し次 の 擲な成績 を

閏して ゐ る。

　　　　精 　 白 　 度 　 　 玄 米 　 淘洗玄米 　 5分摘米 淘洗5分摘米 精白米 淘洗精自米

　　　 ビ タ ミ ソ Bl　I．U ．／g 　　　　O．8〜 1．O　　O．5・vO ．6 　　0 ．5〜 0．8　　025 【vO ．4　　02 〜 ◎．4　　0．2＞

以上の 研究は すぺ て 米を精 自 して 吾人の 食料 として 用ふ る場合の 榮養離的見地か ら研究 を行つ た

もの で あるが私は ピ タ i ン 賓源調査中多数の 米胚子及米糠試驗に就い て ピ タ こ ン B ，含有量を試驗 し
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た所米胚子の ピ タ i ：　ltは 18・v35 、1．U ．tg， 米糠で は5N201．U ．ノ9 容 あつ C 試料 に依 つ て ビ タ ミン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （t1，

B1 含有量に著 しい 差異の ある事を知つ たっ これは勿論原料米の 種類 、 新古等に もよる もの で あら

うが 又米穀中の 糠麿の 部位に依つ て も異差を生ずる もの の 如 く考へ られる の で私は ビ タ ミ ン B1資源

として の 米糠の 見地か ら米の精白とビ タ ミ ン B ，の 淌長に就い て 試験を行 つ 為

II． 試 驗　方　法

　今回の 試驗の 目的 は精白度を異にす る米糠の ビ タ ミ ン BI含有量の 差異を見る に泌 た り玄米を鵜米

機で 搗精中30分・一　2時間悔に糠々分離 し其の量及び ビ タ ミン B1含有量を試験したの であつ たが同時

に鏘 米試料を も分け之に就い て 胚子残存量及び ピ タ t ン B1含有量を試驗 した。

・ タ ・・ 恥 殲 は櫛 uerc依 つ 臨 の 磁 駐琺 及國騨 位鋼 灘 黼 渤 で 跳
。

　試驗は 3 回行つ た もの で 始 めは穆内の 小型精米機 を使つ たが 鹸障が多い の で 第 2 〜 3回は市内米

毅商に依頼 して 同所の精米機に 依 り精白を行 つ た もの で あ る 。 　　　　　　　　　　 一

m ． 第　 1 回　試　驗

　畢内の 清水式小型精米機 を用 ひ 2 時闘毎に糠を分離 し10時間無砂摘精を行っ た 。

　原料米は 冨山 3等 （氷見郡氷見倉庫）昭和 11年度産粳米 （試驗は昭和 12年 1月に施行）6．9kg を

使用 した。

分離糠量及胚子殘存量

麟

12345

薈 摘糟時閥

　 2

　 4

　 6

　 8

　 10

分離糠量g　原料米に對す る ％　　搗滅 ％

　 184　　　　　　　　　　2．67　　　　　　　　　　2．67

　 235　　　　　　　　　3．67　　　　　　　　　6．34

　 146　　 　　　　　 2．48　　　 　　　　 8．82

　 44 　　　　　　　 0．81　　　　　　　 963

　 24　　　　　　　 0β0　　　　　　　 9．93

　　　　　糠及 揚精米の ピ タ こ ン B1含有量

第 4 回以 後の 糠は分離不完全で あつ た爲 ビ タ t ン B試 驗は行は なか つ た。

胚子痩存量％

　 　 83

　 　 50

　 　 38

　 　 29

　 　 28

試　　料　　試験番號　給與量％

玄 米 ｛
・ 1回・米 ｛
・ ・隙 ｛
縄 ・米 ｛

788789772773774775776777152515

笳

巧

252040

十姉妹生存

日　　　歎

15
，
19，1725

，
2S

，
SO11

，
14，15202410

，且1，
1313

，
1410

，10，IO14

，i5卩16

　 　 　 　 　 ビ タ ミ ソ B 邑價
　　 　　 　　 　　　 　　 同準均對照

iL？
の 差

　　 　　 　　 1．u ．／9

7．318D
’

3．612

，31

．63

．8

5．3
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謝
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・ ・ 瞭 傷
　　　　　f7 εo
鏑 5 回白米
　　　　　1781
網 糠 ｛；：1
・ ・闘 隠
・ ・回 糠 ｛；籌

如

沁

如

8012

−

212

　玄米の ビ タ ミ ン ＆ は0881 ．U ．’9 で あつ たの

が 搗稱の 進むに從つ て 漸次興の 量を減 じ10時間

の 搗精 （揚減約 10％）で 0231 ．U ．lg、即ち玄米

に對 し約26％となる もの であ るが搗精米の ビ タ

ミ ン 島含量は大體胚子残存量と李行 する事は第

1 圖に 示 す通 りで あ る
。

　命回の 試驗で は腕落 した腔子は別に分離せす

糠中に 混入 したま S ビ タ ミ ン ＆試験准行 つ たも

の で ある が 第 1回目の 糠 より第 2 回 目の糠の 方

が ビ タ ミ ン Bl含有量が 高かウ たが胚子脱落もこ

の 間に 多か つ た事か ら見て ビ タ ミ ン 島 の 多 い の

は胚子含量の 多か つ た爲か もしれない 。
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今

丶

徽 髯　 　 紡 7 　 　 　 　 　 　 醐 　 　 　 　贈 軸 曾

ψ

　　　　　　　W ． 第　2 回　試 驗

　市内の 精米所 に依頼 し河内式薪 1號2馬力精米機を用 ぴ彊度の 無砂搗精な行 ひ3〔吩侮 に糠及揚精

米の 試料を探 りつ つ 3 時間の 競精を行つ た。 分離 した糠は篩に 依 り碎米を分けて試験 したが腔子 の

分離は行 はなか つ た。 原料米と して は丹波 3等米 （旭 4號）124．9kg を使っ た。

　糠及碎米の 生産割合竝びに胚子殘存量を示 す と次 の 通 りで あ る 。

飆

・

2

：

：
舗

縞精時閻

O．5

　 1ρ

　 1．5ZOZ53

ρ

3．0
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工
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沼60
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　 405
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334

玄 米 1：
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　4．02

　 L61

　 LO20

β90

．33

　0．エブ

　 754

碎米量9

　 29

　 144

　 270

　 194

　 1492goIp39

玄 米 に
對寸 る ％

　 0ρ2

　 0．重2

　 022

　 0。16
　　L

　 O．陰

　 024

　 0．88

縞 滅 ％

　 4．04

　 5．77

　 7．01

　 7，56

　 8．Ol

　 8．42

　 8．42

胚 子蔑存％
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ビ タ ミ ン 島試験の結果は次表に示す。

試　　料　　 試  　給臭量％

玄
〜
L米

・ 1騰 ｛
・ ・酣 米 ｛
第 3 回白米

第 4回白米

第 5 回白米

第 6 回白米

淘 洗 白 米

第 1・ 糠 ｛
… 糠 ｛
第 ・踊 ｛
鯛 糠 ｛
・ ・圄 糠 ｛
第 ・賑 ｛
第 嚇 米 ｛
第2 回碎米

第 3回諄米

第 4回碎米

第 5回碎米

第 6 回諍米

鰯

馮

矯

駢

瓏

靭

踟

矧

魏
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瑚

 

恥

蹴

屬

陥

跡

躑

即
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狛
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鶴
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塑

励

陶
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掬
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ω

30

知

00
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十姉妹 生存
日　　 数

14
，
14，1522

β82812

，14，1628
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，
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，
16182121

，26，
2813

，16，
3214

，14，
2011

，苴li2110

，11， 811

，
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，
1613

，
18sl911

，
1421

對照 iLlの 差

4．616

．34

β

19．4〜

6β

9．814

．610

．66

．34

．6

　 　 　 　 　 　 　 3．0

　 　 　 　 　 　 　 6．6

　 　 　 　 　 　 　 5．6

31〜 131 〜
，31 〜 　　　PD〜

16
，
31　　　　　　　　12，8

18
，32　　　　　　　　16．0

12，14　　　　　　　　 4．3

三3，
16　　　　　　　　　4．8

28
，
28　　　　　　18．7

21721，30　　　　　　14．3

23
，
23　　　　　 13．3

お
，
30〜　　　　　 16．8 〜

ユ1，11，14　　　　　 2．3

14
，
16

，
26　　　　　　　9．0

1ら11
，
13　　　　　　 2．0

13，14，14　　　　　　　4ρ

30〜 ”30 〜 β0〜 　20 〜

28
，
26　　　　　 17β

30 〜
，30〜 　　　　Z〕〜

19中の ビ タ

ミ ソ BILU ．
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：：13
：：；1｝
：：：；

1：1
：：：
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：：：
5 く

6050768aaLLZLL

同梺 均
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｝
・魄

｝
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〜

｝
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．1く ∬

2

ρ
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4311O

．5く

O．430

．36＜

｝

Oβ2

o．190

．170

．重2
』

0．星10

．06＞

7．7

5．8

2。8

1．3

2．2

1．8

3．6

L6　．

1．00

．5く

30．蛋

O．36く

．773

　鍋滅 と揚精米の ピ タ ミ ： a 含有量及胚子殘存量の 關係を示 すと第 2 回の 如 く矢張 り2者は大鮃

行 する もの で ある 。 今回は最初の 3（吩・
で約30％の胚子が脱落 した爲か第 1回の 糠に最 もピ タ i ン に

富む結果 を輿へ 搗精の 進むに從ひ ビ タ ミ ン B1價は漸次低下 を示 し為

　次 は 玄米100gか ら斟發して 携精を行 つ た場 合の 摘精各時間笹の ビ タ ミ ン B1 の 配分を示せぱ次の

通 りで あ る。

ノ
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　　　縞鯱 閥 　XXk 魏
の

ご蔀 Nttg 梦毘
の

鷺
ミ

碎米聽 鯵離 a
　 　　 　 玄米　　　　 100　　　　 70　 　　　　 − 　　　　 一　　　　　 一　　　　 一

　 　　 　 〇．5　　　　　　　　96D 　　　　　　　　48　　　　　　　　4．02　　　　　　　　31　　　　　　　 0D2 　　　　　　　　−

　 　 　 　 　1．0　　　　　　　 94．2　　　　　　　30　　　　　　　5．63 　　　　　　　40　　　　　　　0．14　　　　　　　｝

　 　　 　 L5　　　　　　　　93．0　　　　　　　　19　　　　　　　　6，65　　　　　　　　43　　　　　　　　0．36　　　　　　　　−

　 　 　 　 2．0　　　　　　　　92．5　　　　　　　 16　　　　　　　7．04　　　　　　　44　　　　　　　0。52　　　　　　　−．−

　 　 　 　 25 　　　　　　　　92．0　　　　　　　 1且　　　　　　　 7．37　　　　　　　 45　　　　　　　 0．64　　　　　　　 −

　 　 　 　 3．0　　　　　　　　91．6　　　　　　　 11　　　　　　　 7．54　　　　　　　 45　　　　　　　0．88　　　　　　　　1

　之を圖示 アれば第 3 圖の 通 りで あ
』
る

。

　　　　　　　V． 箪　 5　回　試
’
驗

前回胴 牒精糊 で 試験 したが相 脇 2回試験 よ りも細備 鞭 つ cStt 胚子の 分髄 比較的

完全な ら しめた 。

　原料米は藕井 3 等 （旭）124kgC ・ あ る。

　糠及租胚子 （碎米を混す）の 生産量及胚子残存量 を次に 示す 。

　　　　硲 欄 ・
糠
響 鬻

蝦
墜

量 轍 ・
摘 減 ・ 胚磁 ・

　 　　 　 1　　　　　　0β　　　　　　5，450　　　　　　4．41　　　　　　104　　　　　　008 　　　　　　4．49　　　　　　50

　 　　 　 2 1．0 2250 1β3 50 0   4 6．36 47

　　　　 3 　 　 15 　 　 3CO 　 　 OSI 　 　 27 　 　 。  2 　 　 6・69 　 ． 44

　 　 　 　 4　　　　　　2，0　　　　　　　315　　　　　　026
』
　　　　　 11　　　　　 0．Ol　　　　　 6．96　　　　　　38

　　　　合・
計　　　　　　2D 　　　　　　　8，395　　　　　　　6、81　　　　　　　192 　　　　　　　〔L15　

「
　
層
　　　6，96　　　　　　　−

　 tfタ ミ ン 島試驗の結果 は次の 通 りで ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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　叉蝸減度と鞴 米の ビ タ i ン B
、含有量及 胚子殘存愛の關係を圖示すれば第4圓に示 す通 りであ る

　即ち白米の ピ タ こ ン B止 之に殘存す る胚子の 量は稍夲行 ず る もの で 2黼 の 精白に依 つ て 玄米申

の 約213の ビ タ ミ ン B， を失ふ もの で あ・る。 米糠の e
’

タ
・
ミ シ B1含有量ば第 1糠即 ち米粒の 外屠に尠る

糠よ りも第 2糠即ち其の 内屠にある糠の 方が ピ タ i ン B1價が高 く更に精白度が進めば漸≡欠ビ タ ミ ン

含量を減少す る。 胚子の ピ・タ ミン 島 は最初の もの に91．U ．1gを示 し興の 後は箸 しく減少 しセ ゐるが

今 回の 試験で は胚子と碎米を分離せず粗胚子 中に相當多量の 碑米を混入 して ゐ る爲 ビ タ ミン 債が斯

く低かつ た もの と思ふ 。

次 に玄米1wn ’ らmx して 鑼 桁 つ た場合 ・ 鞴 卑
ピ タ ・弔 の 自米及糠 へ の 分布の ！Nt を

算田すれば次表及第 5圖に示す通 りで ある 。 ｝
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776 （高田）　・ビ　タ　 ミ　 y 　B1　賢　諏　胴　査　（常 9報）
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即 ち縞減 7 ％程度の 精白で は玄米中の ビ タ ミ ン B1の 約32％が 白米申に殘 り67％は糠中に來る もの

で ある
。

‘

V置． 總 括

　ピ タ 竃 ン B、資源 として の 米糠の 研究に 當 り米の 精白度と白米及糠の ビ タ ミン B、 含有量の 關係を

見る爲 3回の 繍 試驗 1を行つ た結果を絃括す る に

　（1） 玄米を普通の輙米程慶に精白
’
（搗滅 7N8 ％）を行 へ ば其の 含有す る ピ タ t ン B，の 70・v85

％を失 ふ もの で 之 は勿鞦 離す る糠及胚子中に入る もの であ る。 白米中に残 つ た 15・v30 ％の ビ タ ミ

ン Blも之を淘洗すれぽ 更 に其の 大部分を水中に失ふ もの であ る 。

　（2 ） 繍 米の ビ タ ミン 島は大體其の胚子殘存量と夲行す る o

　（3 ） 今回の 試験で は脱離 した胚子の 分離を完全に行ひ得なか つ た鴛糠申に も相當量の 胚子准混

在す る もの C・純檸の 糠に就い て の試験ではなか つ たが大體米粒外麿の 糠冠即 ち精白初期に分離 し來
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（薦田） ビ タ
’
ミ ソ B1 資 源 調 査 （Ptg報） 777

る荒糠には ビ タ ミ ン B，含量が比較的少 く次 で 分離 し來る籾糠が 最も ビ タ ミ ン B 蘆に冨み夏に精 自の 進

むに從 つ て 生産す る糠に は又 ピ タ ミ ン B1は少
≒

くな る もの で ある。

　（4） 立米の 綉白に依つ て糠中に失 はれ る多量の ビ タ ミ ン B・を吾人の給源 とす る事 は最 も必屡 な

事で ある と恩ふ 。

本研究 lt從前遶 リ株式鰍 榮費 電育見の倉の 費用で 行つ †二 もの で 同沚に 深謝す る E共に 精米試驗及動物試瞼の

勢た ピ つ t：島井利二 、 松原憲美 子兩君 に謝意為衰す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪帝國大學工 學部醸遭學欷竃商田研究室報告第80）
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